
静岡市公衆浴場法施行条例の一部改正に係る意見募集について 

 

市内で公衆浴場を営業する場合には、公衆浴場法に基づき、本市の条例で定める換気、採

光、照明、保温、清潔等の衛生・風紀に関する基準に従う必要があります。 

 本市では、「静岡市公衆浴場法施行条例」において、公衆浴場の衛生・風紀を良好に保つ

ための基準を定めていますが、近年、屋外サウナ（アウトドアサウナ）等が増加するなど、

公衆浴場の営業形態や利用者の入浴形態が多様化していることを踏まえ、次のとおり条例

を改正し、基準の一部を緩和する予定です。 

 

１ 条例改正の趣旨と内容 

（１）浴場における構造の見直し 

   現行の条例では、一般公衆浴場（※１）とその他の公衆浴場（※２）における浴室（サ

ウナ室を含みます。）について、浴場の外部から見通すことができない構造にすること

を定めています。 

近年、テントサウナ、サウナカーといった屋外サウナ（アウトドアサウナ）等が増加

していますが、水着等の衣類を身に着けて利用されていることを踏まえると、これらの

浴室（サウナ室）を外部から見通すことができない構造としなくても、一定の風紀が保

たれているものと考えられます。 

このため、その他の公衆浴場において、着衣により使用するサウナ室や水風呂等の浴

室は、外部から見通すことができない構造にすることを不要とします。 

なお、水着等の衣服を身に着けずに利用する浴室（サウナ室）については、今回の見

直しの対象外（これまでどおりの基準）となります。 

※１ いわゆる銭湯をいいます。 

※２ 保養・休養を目的とした健康ランド型のもの、アスレチックジムなどに併設されるもの、 

サウナ、移動入浴車などをいいます。 

（２）湯栓の設置の見直し 

現行の条例では、一般公衆浴場とその他の公衆浴場における浴室には、入浴者が利用

するための湯栓と水栓を設けることを定めていますが、サウナの利用者は、水道水等に

よるシャワーで体を洗うことが多く、衛生上も問題がないものと考えられます。 

このため、サウナを主とするその他の公衆浴場については、湯栓の設置を不要としま

す。 

 

２ 条例の施行日 

   公布の日（※）を予定しています。 

※ 一部改正条例案は、令和 6 年 11 月市議会定例会に提案する予定です。 


